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インターンシップの多様化

短期 長期

正課外

正課

広義の定義：学生が在学中に自らの専攻，将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと

大学の正規教育課程

学校行事や課外活動等大学等における活動

企業等が実施するプログラム

必修科目

選択科目
（1単位=45時間の学修）
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（引用）文部科学省，厚生労働省，経済産業省（1997）「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方（平成27年12月10日一部改正）」

https://www.mext.go.jp/content/20210125-mxt_senmon02-000012347_11.pdf（参照日2021年3月2日）

ココに焦点化！

https://www.mext.go.jp/content/20210125-mxt_senmon02-000012347_11.pdf


創生学部カリキュラムと
フィールドスタディーズ

【科目のねらい】
初年次での学修意識の転換と学修動機づけ
体験的学修を通じた産業・地域構造の理解
主体的に考えることのできる態度・姿勢

【到達目標】
フィールドでの経験を踏まえて，事前に設
定した目標（個人，グループ）への達成度
を把握できる
フィールドの現状について分析的に理解で
きる
フィールド（学外学修先）での活動（もし
くは学修成果物）がフィールドの活性化に
寄与することができる

フィールドスタディーズ（学外学修）
1年次6月～8月実施，必修6単位（270時間）
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（参考）新潟大学創生学部ホームページ

https://create.niigata-u.ac.jp/

https://create.niigata-u.ac.jp/


「インターンシップ」と呼ばない理由
インターンシップ定義（広義）

「学生が在学中に自らの専攻，将来のキャリアに関連した就
業体験を行うこと」

創生学部の場合，1年生の6月～8月に実施

専攻（専門領域）の学修が十分でない時期
将来のキャリアイメージも十分でない時期
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社会的な課題の現状理解や課題分析につながるものの
見方に触れ，学修意識を高める
 受入機関と学部の相互理解（カリキュラム，取組のねらい）
 対話と協働による学修設計（双方のメリットを模索）



「フィールドスタディーズ」の概要
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 8週間の学修（事前学修2週，学外学修4週，事後学修2週）
→平日火～木曜日をすべて活用

 学修テーマに学生がチーム単位で学修
→教員6名（1人2~3機関），事務部がサポート（教職協働）

（参考）創生学部フィールドスタディーズ（学外学修）2020年度リーフレット
https://create.niigata-u.ac.jp/wp-content/uploads/2020/05/fs_leaf2020.pdf

https://create.niigata-u.ac.jp/wp-content/uploads/2020/05/fs_leaf2020.pdf


〔参考〕学修テーマ（2021年度）
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（参考：2020年度）創生学部フィールドスタディーズ（学外学修）2020年度リーフレット

https://create.niigata-u.ac.jp/wp-content/uploads/2020/05/fs_leaf2020.pdf

学修テーマ設定のポイント
• リアリティのある課題設定
• 過度の負担を強いる活動としない

学外学修（4週間）設計上のポイント
すべての時間を担当者が対応する必要なし
（全体の学修活動で学修時間を確保）

例）ある1週間（3日間）の学修
1日目：午前は大学で準備，午後は受入機関での座学
2日目：フィールド調査

大学で振り返り
3日目：大学で今週の学修振り返り

週報作成，次週の目標設定

https://create.niigata-u.ac.jp/wp-content/uploads/2020/05/fs_leaf2020.pdf


8

説明会

•創生学部の概要（カリキュラム）説明
•学外学修（フィールドスタディーズ）説明

受入検討

•受入希望（可否）に関するアンケート依頼
•受入機関，人数などの調整・ご相談

個別調整
受入手続き書類（受入承諾書，協定書等）調整
受け入れ先プロフィール，学修テーマ設定

個別調整

•学外学修期間の具体的計画（学生の移動など）
•フィールドプレゼン，学内最終プレゼン日程確認
•フィールド選択ガイダンス

実施

•事前学修／学外学修／事後学修の協働的実施
•学修中の学生へのサポート
•週報などへのコメント

報告

•事後アンケート，座談会の依頼
•学外学修報告書へのコメント依頼

「受入-実施‐まとめ」までの対話サイクル

11月

2月

4月

5月

実施（6月～8月）

8月～10月



よくある課題への対応
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• 学生の時間確保
（学生は忙しい）

• 学生の属性，興味
関心の多様化

• 学外学修実施に係る
教育コスト

• 受入機関との連携・
調整コスト

• 特定教職員への負担
の集中

• 学生受入のメリット
• 受入担当者の負担増
（コスト，時間）

• 学生対応の難しさ
（関わりのバランス）

コストのコントロール
必修科目で時間調整，学生の視野を拡張，学修コストは大学負担

負担感のコントロール
取組のオープン化，無理のない継続的な連携，人材育成の時間軸

（参考）澤邉潤，木村裕斗，松井克浩（編）（2019）長期学外学修のデザインと実践，東信堂
https://www.toshindo-pub.com/book/91554/

学 生 大 学 受入機関

https://www.toshindo-pub.com/book/91554/


①「社会（≒企業，自治体，地域，学校等）」との関
わりからの‘インターンシップの捉え直し’

②受入先との協働で設計する取組みの要点

まとめと今後の展望
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「点」から「面」の連携でのニーズ把握

 社会の変化への対応
 教職員の意識・役割転換（「教える」から「導く」）
 キャンパスライフ多様化への対応


	創生学部フィールドスタディーズの�設計と実践�
	目　次
	インターンシップの多様化
	創生学部カリキュラムと�　　　　　　フィールドスタディーズ
	「インターンシップ」と呼ばない理由
	「フィールドスタディーズ」の概要
	〔参考〕学修テーマ（2021年度）
	「受入-実施‐まとめ」までの対話サイクル
	よくある課題への対応
	まとめと今後の展望

